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序

西安寺跡は飛鳥時代に創建された寺院遺跡です。 これまでの発掘調査で塔跡

が確認され、 西安寺の遺構が非常に良い状態で残されていることがわかってま

いりました。 2019年2月22日には、 奈良県の史跡に指定されています。

また、 2019年7月には、 「王寺町文化財保存活用地域計画」が文化庁長官の

認定を受けました。 これは、 地域における文化財の保存と活用を総合的に、 か

つ計画的に行うことができるよう創設された制度で、 王寺町のあらゆる文化財

の保存と活用に向けて、 現状、 課題と方針、 それに今後取り組むべき事業など

をまとめています。 この中で、 西安寺跡も王寺町の貴重な文化財として保存・

活用していくことになっております。

本書は、 2018年度に文化庁の国庫補助事業として実施した西安寺跡第8次

発掘調査の成果を報告しています。 金堂跡と推定される建物跡を調査し、 西安

寺跡についてより深く理解できるように努めました。

最後になりましたが、 調査の実施にご協力くださいました土地所有者様をは

じめ、 文化庁、 奈良県など、 関係各所の皆様に御礼申上げます。

2020年3月

王寺町長

平井 康之



例 曰

1. 本書は、 奈良県北葛城郡 王寺町舟戸2丁目地内で実施した西安寺跡第8 次発掘調査について 報告したもので

ある。 西安寺跡は 『奈良県遺跡地図』（奈良県教育委員会 、2010 年改訂 版）10 B -0001 として 登載されている。

2. 調査は 王寺町教育委員会が実施した。 調査体制は以下のとおりである。 なお 、 2019 年度より文化財に関わ

る業務は 、 町長部局 である地域整備部地域交流課文化資源活用係に移行している。
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立文化財機構奈良文化財研究所の林正憲氏にご協力、 ご教示頂いた。

7. 出士遺物をは じめ調査にかかる記録はすべて 王寺町において保管している。

8. 本書の執筆編集は 櫻井恵が行った。
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図 1 王寺町の位置



第1 章 はじめに

1 位置と環境

地理的環境 西安寺跡が所在する 王寺町は、 奈良県の北西部に位置しており 、 町の北端には、 奈良盆地の

河川 の水 を集める大和）1|が蛇行しながら西流している。 この大和川 が亀の瀬と よばれる峡谷をぬけ 、 大阪平野

へと流れ出ていく先には大阪府柏原市があ り 、 亀の瀬が奈良県と大阪府の府県境となっている。 王寺町の北に

は、 大和川 をはさんで三郷町 、 斑鳩町があり 、 東に河合町 、 東南に上牧町 、 南に香芝市が接している。

西安寺跡は 、 河合町から延 びる馬見丘陵の北端にあたる舟戸山 （ 標 高約80 m) の西麓 、 舟戸山 から延びる

谷筋が広がる傾斜地に空地しており 、 その中心伽藍は舟戸神社境内にある。 舟戸神社は周囲の士地から 1~ 2

m程小高く 、 最高所で約45.5 mの標高があり 、 人為的に造成された上地との印象を受ける。

現在 、 舟戸神社の東側は、 傾斜地を利用した田畑が広がり隣接地には水 田が営まれる。 西側には畑地 、 住宅

地が広がるが 、 昭和40 年代に住宅開発されるまでは水 田であった。 南側は小学校となっている。 小学校は標

高67.5 mの丘陵を造成し設置されたもので 、本 来 、 西安寺跡の南側には 、 この丘陵の山 裾が迫っていた。 北

側には約250 mの位置に大和川 が流れており 、 往時は大和川から西安寺の堂塔が立ち並ぶ姿を見ることができ

ただろう。

歴史的環境 西安寺跡の北方を流れる大和川は、古来 より奈良盆地と河内平野を結ぶ重要な経路であった。

弥生時代後期には、 大和川を見下ろす舟戸山 山頂に高地性集落の舟戸・西岡遣跡が裳まれる。 飛鳥時代の推古

天皇16年(608) 、 隋の使者 である袈世清 が飛鳥に赴く際にも大和川 を利用したと考えられている。 奈良時代には、

大和川 に沿う龍田道は、 平城京 から難波に至る道として行幸路に使わ れた。 近世には、 剣先船 、 魚梁船と よば

れる川 船の就航が知られる。 近代になると大和川の沿岸に鉄道、 道路が敷設され 、 現在に至っている。

また 、西安寺跡の西方には、近世に 「 当麻街道」とよばれる法隆寺から達磨寺を通り当麻寺へと至る道が通っ

ている。 この道は 、 推古30 年(622) に斑鳩で亡くなった聖徳太子の御遺体を大阪府太子町にある磯長墓まで

運んだ 「 聖徳太子葬送の道」として聖徳太子信仰の一 つとなっている。

推古天皇9 年(601) 、 聖徳太子によって斑鳩の宮の造営が行わ れており 、 それを契機として、 大和川と斑鳩

から延びる街道沿いには多くの寺院が建立されている。 聖徳太子が斑鳩を居住地に選んだ背景には、 大和）Ii沿

岸が朝鮮半島からもたらされる先進文化の受け入れ口として、 重要であったことが考えられる。 法隆寺若草伽

藍は7 世紀初頭 、 中宮寺跡・片岡王寺跡は7世紀前半、 法起寺・法輪寺・法隆寺西院伽藍・長林 寺跡は7 世紀

半ばから後半の創建とされている。

2 調査の契機と経過

既往の研究 西安寺跡については、 昭和初期に 保井 芳太郎氏 、 石田茂作氏によって周知される。 保井 氏は、

『大和上代寺院志』 の中で文献にみられる西安寺(-名久度寺） は、 「 西安寺」の字名が残る舟戸神社に主要建

造物があると考え 、 採集された飛鳥時代から鎌倉時代の 軒丸瓦 、 軒平瓦等を 報告している。 石田氏は、 『飛鳥

時代寺院址の研究』の中で 、 舟戸神社拝殿の北東に塔 、 拝殿の南側に金堂があると推定し 、 周辺の地形と神社

の西方約30 mの田 地に 「 門脇」 「 馬場脇」との俗称が残ることから 、 西安寺は西面する法隆寺式伽藍配置の寺

院としている。

西安寺の創建を示す史料は残されていない。 その寺名が初めて文献に現れるのは 、 『続日本 後紀』の天長10

年(833) 条であ り 、 そこには西安寺が 「 大和国広瑞 （ 瀬） 郡にあり、 俗号久度」と記されている。 時代が下っ
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1瓦塚1号墳 2三井瓦窯跡 3法起寺境内 4法輪寺旧境内追跡 5仏塚古墳 6中宮寺跡 7斑鳩宮跡 8法隆寺西院

9法隆寺東院 10若草伽藍跡 11駒塚古墳 12藤ノ木古墳 13椿井城跡 14西宮古墳 15烏士塚古墳 16今池瓦窯

17信貴山城跡 18信貴山朝護孫子寺 19辻ノ垣内瓦窯跡 20上ノ御所瓦窯 21平隆寺跡 22勢野茶臼山古墳

23龍田城跡 24斑鳩大塚古墳 25立野城 26久度遣跡 27久度南造跡 28西安寺跡 29西安寺瓦窯

30舟戸 ・ 西岡迎跡 31岩オ池北古墳 32城山古墳 33丸山古墳 34高山塚1号墳 35川合大塚山古墳 36長林寺跡

37達磨寺旧境内 38達磨寺古墳群 39片岡王寺跡 40馬ヶ脊城跡 41寺院推定地 42薬井瀧ノ北瑣跡 43香滝 ・ 薬井遣跡

44畠田城跡 45片岡城跡 46畠田古墳 47尼寺北廃寺 48尼寺南廃寺 49下牧瓦窯跡 50池上古墳 51木辻城跡

52平野窯跡群 53平野古墳群 54今泉古墳 55送迎山城跡 56七郷山城跡

図2 周辺の遺跡(1/50000)

た仁安3年(1168)、 弘安4年(1281)にも関係史料がみられ、 貞和3年(1347)の史料では、 西安寺が興福

寺一 乗院の荘園であったことが伺える。

創建時の史料がない中、 西安寺の創建者については、 平林章仁氏による見解が示される（『新訂王寺町史』

本文編）。 仁安3年(1168)の「大和国大原吉宗田地売券」には、 「 広瀬郡久戸十条寺岡 一 里州五坪西安寺」に

ある田地は大原吉宗の先祖が相伝してきた地と記されており、 現在の舟戸神社が鎮座するところにあたる。 王

寺町久度には、 西安寺の別名と同 一の久度神社（延喜式内社） があり、 祭神の一つである久度神は、 かまどの

後方の煙だし部分を神格化したカマド神で渡来系氏族が奉斎するもので、 久度一 帯には渡来系氏族が居住して

いたと考えられることから、 創建者は渡来系氏族である大原史氏としている。

既往の発掘調査 平成26年(2014)度、 王寺町教育委員会は舟戸神社境内で第3次調査を行い、 磨跡を

確認した。翌年の第4次鯛査では、塔跡の北側で版築で構築された基壇と礎石を検出し、金堂跡と推定している。
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これらの調査から 、舟戸神社とその周辺では、西安寺の遺構 が良好な状態で残ることが明らかとなった。 そこで 、

王寺町では、 平成28年(2016) 度に西安寺跡史跡整備活用委員会を組織し 、 年次的に発掘調査を進め、 西安

寺跡を貴重な文化財として保存・活用することとした。 その初年度の平成29 年(2017) 度の第7 次 調査では、

塔跡の 調査を行っている。 第3 次 調査の成果とあわ せて、 心礎の抜取穴と四天柱の礎石を含む礎石抜取穴 5 基 、

側柱の礎石3個 、 乱石積基壇外装を検出した。 塔基壇は一 辺13. 35 m 、 建物の初層は一 辺6. 75 mと復元でき 、

創建瓦の年代と心礎が地上式であることから7 世紀末から8 世紀初頭を創建時期としている。

調査の目的 第8 次 調査は、 平成27 年(2015) 度に行った第4次 調査で検出した基壇建物についての追

加 調査である。 第4次 調査では、 版築で構 築された基壇 、 礎石2 個 、 礎石抜取穴 1 基、 基壇外装と推定でき る

石列を検出している。 今回の 調査は、 この基壇建物の規模と平面形を確認し 、 建物の用途を決定させ、 伽藍配

置の手がかりを得ることを目的としている。

調査の経過 今回の 調査では、 まず2 つの 調査区を設定した。 1トレンチ は、 基壇の南北両端を確認する

ために 、 第4次 調査のトレンチ を南北両方向へ延長する形で設定した東西幅1. 5 m 、 南北長19. 5 mの 調査区

である。 境内の北東角の北方に延びる張り出し部分は建物の推定地から外れるが 、 「 カワラッカ（瓦を廃菓し

た場所）」と伝わ るため、 調査範囲に含めた。 2トレンチ は、 第4次 調査で検出した基壇外装と思わ れる石列

を含む南北幅2 m、 東西長5. 5 mの境内から東側の水 田 に延びる 調査区である。

第4次 調査の再発掘から着手した。 1トレンチ では、 礎石2 個を再検出し 、 新 たに礎石抜取穴3 基 、 南北両

面の基壇外装を検出した。 1トレンチ の南端では、 基壇外装の検出にあわ せて、 トレンチ 幅を2. 5 mに広げ 、

南へ3. 5 m延長させている。 2トレンチ では、 基壇東面の基壇外装と溝を検出した。

北、 南 、 東の三面で基壇外装が確認でき たため、 塔の中軸を基準にして基壇の西端の位置を推定し 、 南北幅

2m、 東西長3 mの3トレンチ を設定した。 基壇の西端は削平されており 、 西面の基壇外装は残っていなかっ

たが 、 基壇版築を確認した。

基壇外装 、 礎石等を検出した段階で 、 西安寺跡史跡整備活用委員会の先生方と検出遺構 の検討を行った。 検

出遺構から 、 南向き の四面庇建物で金

堂と いう点で意見の一 致は得られたも

のの、 礎石2 個の柱間と基壇の出の寸

法から建物の規模を復元することは困

難であった。 そこで 、 庇部分の柱間を

知るために身舎の北東隅柱が推定でき

る位置に1. 5 m四方の 4トレンチ を設

定した。 しかし 、 礎石は抜き 取られて

おり 、 抜取穴を確認するに終わ った。

調査は、 平成28年11月 1日から12

月28日まで 、 実働39日。 調査面積は、

約58 rrfである。 掘削はすべて人力で行

い 、 遺構 を検出した。 同12月14日に

空撮 ・写真測量 を行 い 、 同12月22日

には、 調査成果を公開するために現地

説明会を開催した。 調査現場公開後は

遺構 面を砂で覆 い 、 埋め戻し作業を行

い 、 調森を終了した。
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VII層 基壇南面の外周に堆 積する細粒砂混 じ りシルト層である。 その堆 積は塔跡の基壇北面の外周に堆 積

する層（第7次VIII 層） につ ながり 、 20 cm 以 上の厚 さがあるだろう。 建物廃絶以 降 に堆 積した層である。 こ の層

からは、 素 弁 ・単弁蓮華 文軒丸瓦 、 重弧 文軒平瓦 、 平安前期の均整 唐草文軒平瓦 、 士師器 、 須恵器 、 最も 新 し

いもので13 世紀 後葉～ 14 世紀前葉 の瓦器椀 が出土している。

VIII層 基壇の築成に関わ る層。 版築、 基壇外装の裏 込 め、 乱石積基壇外装に伴 う整 地土からなる。 版築か

らの出士遺物はなく 、 裏込 め、 整 地土には瓦が含まれる。

IX層 地山 。 基壇の南面では標裔 43.46 m 、 北面で42.9 m 、 東面で43.1 m で検出している。 3トレンチ

では42.91 m で検出しているが 、 検出 した地山 も削平されている。 基壇の南と北では、 地山 を検出した標高に

約56 cm の差 があり、 地山 は南から北へと低 くなっている。

2 検 出 遺構

基壇 基壇の北 、南 、東面の基壇外装を検出した。 基壇の南北長は12 , 18 m を計 測している。 基壇の西端は、

ほ ぼ垂 直 に切 断されており 、 西面の基壇外装は全く残っておらず 、 東西長は残存するだけで13.45 m を確認し

ている。 礎石 1 から東面基壇外装までは、 L 95 ~ 2. 08 m の距離が ある。

基壇面は、 礎石 1 、 2 の周囲が最も残 りが よく 、 標 高44.4 m で検出した。 基壇面は西に行くほ ど 削平を受

けてお り 、 3トレンチ での検出面は標高43.98 m で 、 約40 cm の削平を受けている。 基壇の高さは 、 基壇外周

の地山 面から計 測すると 、 南面で1 . 07 m 、 東面で1.3 m 、 北面で1.45 m と 、 周囲の地形が傾 いているこ とか

ら各 面で差 が生 じている。
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医 7 基壇外装立面 図 、 上層断面 図(1/50)

第4次調査で 1 層の厚 さが4~ 10 cm で12 層 、 厚 さ約60 cm の版築を確認しており 、 版築に よっ て基壇を構

築したことがわ かっ ている。 基壇面が削平されていることもあ り 、本 来 は約80 cm の版築があっ たと考えられる。

3トレンチ では 、 厚 さ約52 cm 、 8層の版築が残存していることを確認した。 第4次調査 、 3トレンチ で確認し

た版築の下層に地山があること 、 基壇外装外側で行っ た断ち割りでも整地上の下に地山が確認でき ることから 、

掘込 地業は行わ れていな い。 版築下の地山の標裔 が 、 基壇外周の地山の標高 より嵩 いことから 、 地山を削り出

して整地をした後 に版築を行っ たと考えられる。

基壇外装 乱石 積基壇外装とそれに伴 う整地土を基壇の北 、 南 、 東面の三面 で確認した。

北面 の基壇外装は 、 高さ約76 cm 、 2~ 3 段 の石 積が残存している。 石 積の内側は深 く攪乱を受け 、 v 層の整

地土が入 り込 んで いるが 、 基壇版築の外側に17 cm の幅で裏 込 めが残存している。 乱石 積基壇外装の外側下端

には 、 瓦を含む整地土がある。 整地の状況を確認するために 、 東壁ぎ わ で石 積の下まで断ち 割 りを行っ た 。 石

積の内側へ整地土が延びていることを確認したが 、 外装内部まで断ち割りを入れることはでき な いので整地土

と基壇 、 裏 込 めとの関係を確認することはでき なかっ た。 整地士は石 積の下で厚 さ約52 cm 、 石積から外側へ約

80 cm の位置まで広がり 、 斜面 を形 作るように整地されてい る。 整地士 からは 、 素弁蓮華 文軒丸瓦 、 平瓦 、 丸瓦
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凡例 ． 石材種類ピ—

［口 片 麻1犬黒瓢： 花 岡 岩 斑訊岩
I 

冒 角 I欠1 石安 山 岩

rー ------- '

白 塞母黒裟 母花 岡 岩

ペ グマ タ イ ト 質 花 岡 閃緑岩

一 44 Om 

ー 黒雲母花1,;,i岩
ガ ラ ス 質火 山 距凝灰岩 ■■ 浴結凝灰岩

45.  O m  

4 4 .  O m  

4 3 .  O m  

C :  2 ト レ ン チ 南 壁 土 層 断 面

゜ 2m 

1 1 0 \「R4/4 褐 色 細粒砂混 し り シ ル ト
］2 5Y2/2 オ リ ー プ 黒 色 粘 土 I 層 1 5  5Y4/2 仄 オ リ ー プ 色 粘 士 ］ 

3 5Y3/2 オ リ ー プ 黒 色 粘 土混 し り 細粒砂 I 6 5Y3/2 オ リ ー プ黒色 細粒砂 混 じ り 粘 土 v 層
4 I OYH5/6 黄 褐 色 粘土 ］ 

17 I OYR4/2 灰黄褐色 粘 土
5 l OYR4/6 褐 色 シ ル ト 混 じ り 細粒砂 JI 暦 1 8  7 5YR4/ l 褐灰 色 斗古土 混 じ り 細粒砂
6 2 5Y4/6 オ リ ー プ褐 色 細粒砂混 じ り ンル ト m 層 1 9  2 5Y4/ l 訊灰 色 細粒砂混 じ り 粘土 整地土 ？
7 I OYIM/6 褐 色 ノ ル ト 混 し り 細粒砂

］

20 5¥5/4 オ リ ー プ 色 シ ル ト Vll1陪 版築
8 I OYIM/,[ 褐色 細粒砂混 じ り シル ト 2 1  I OYR5/,J に ぶ い 扱褐 色 微粒砂混 じ り ン ル ト VII居 裏込め
9 L OYR4/3 にふい黄褐色 細粒砂混 じ り ンル ト w層 22 7 5YR4/3 掲 色 ノ`ル ト ］ lO 7 5\「R3/4 暗 褐 色 細粒砂混 じ り シ ル ト 23 7 5YR4/4 褐 色 細粒砂混 じ り シル 1、 VII屈 整地土
1 1  I OYR5/6  炭褐色 細粒砂 混 し り ノ ル ト

］

24 l OYR4/ l 褐 灰 色 シ ル ト 混 じ り 祖粒砂
1 2  I OYIM/4 褐 色 細粒砂混 じ り シル ト v 陪 25 2 5Y5/6 黄 褐 色 細粒砂混 じ り 粘土 IX庖 地 山
l 3  l OYR3/3 II音褐 色 細粒砂混 じ り シル ト 26 7 5Y4/ 1 灰 色 粘 土 ］ 
t ,1 7 5YR4/ I 褐 灰 色 細粒砂混 じ り ンル ト 27 5y,1/2 灰 オ リ ー プ 色 粘 士混 じ り 細粒砂 溝

が出土している。

南面では、 東西方向に2. 4 m、 高さ約81 cm 、 1~ 4段 の石積を検出した。 西側の残 りが よい。 石積の内 側は

攪乱を受けているが 、 東壁ぎ わ で基壇版築から約27 cm 幅の裏 込 め を確認している。 石積の下では、 瓦を含 む

厚 さ10 cm の整地士が石積の外側 96 cm の位置まで堆 積している。 整地土には、 素弁蓮華 文軒丸瓦、 丸瓦が含 ま

れる。

東面の基壇外装は、 最も残 りの良 いところで高さ76. 5 cm 、 4 段の石積が残存する。 第4次調査で石列 の外側

で一 部を確認し ていた石は、 基壇外周 のV 層（中世） に設 置されている。 石の下には根 石が入れられ 、 上面が

水 平にな るよう 調整されている。 も とは西安寺に使用された石材とみられる。 南壁ぎ わ で外装の内 外で断ち割

りを入れた。 内 側の裏 込 め は幅31 . 8cm 。 外側の整地士は、 石積下で厚 さ約2 9cm 、 石積から外側へ26.7 cm にま

で堆 積している。 整地士には、 瓦が含 まれる。

基壇の三 面で検出した整地士は乱石積の構 築のため に施されている。 各 面で整地の度合 いが違 う のは、 基壇

の周囲の南が高く北が低 い地形に よるもので、 地山 の最も高 い南面での石積の基底 のレベル は標 高43.5 m 、

東面、 北面での乱石積の基底 レベル は南面の土 10 cm 程度であ り、 乱石積の基底 の高さを揃えるため に施した

ものと考えられる。
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乱 石積には 、 小 さいもので10 ~ 20 cm 、 大き いもので40 ~ 
50 cm 程度 の石が用いられている。 西安寺跡の東方山 地の石で

ある片麻状黒雲 花 岡 岩 、 白雲母黒雲母花 岡 岩 、 花岡 閃 緑岩 の

使用が大半を占 めている。 南面の乱 石積では 、 火山 礫凝灰岩

（鹿 谷 寺北方の石） 2点 が石 の隙間を埋める ように置かれ 、 角

閃 石 安山 岩 （明神山 の石） 2 点 は乱 石積に伴 う整地士に埋も

れる位置にある。 また 、 乱石積の積み方 には違 いが認められる。

南面 、 東面では石の長辺を正 面にして積まれており 、 北面で

は石の小 口を正 面に据えている。

礎 石 1 第 4 次 調査で検出した礎石を再検出した。 南北

長85.7 cm 、 東西長73.28cm 、 直 径 約53 cm の柱座 を持 ち 、 礎

石の縁 辺は火 を受けて赤 く変 色 している。 柱座上 には直 径 約

45 cm の変 色 しない部分があ り 、 柱の痕 跡とみられる。 礎石の

上面の標 高は44. 49 m （第8 次計 測値） で 、 石種 は片麻状黒

雲母花 向岩 である。

礎 石 2 礎石 1 と同 じく再検出の礎石である。 南北長

79. 5 cm 、 東西長70.9 cm 。 明確 な柱座 の造り出しは認 められな

いが 、 約45 cm 四 方の不 整形な範囲 で平坦 な面が加工されて

いる。 礎石の表面全 体 が被 熱 し赤 い。 礎石の上面の標 高は 、

44. 48 m （第8次計 測値） 。 礎石 1 と礎石2 の芯 々 での距離 は 、 図 8
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189 cm を測る。 片麻状黒雲母花 岡 岩 を使用している。

礎 石 抜 取 穴 2 礎石2 の北側で 、 南北長 1.96 m 、 東西長

は 、トレンチ 幅1. 0 mを超える士坑 を検出した。 深 さは43.2 cm で某 壇上に堆 積するIV · V 層が埋土となっている。

4トレンチ
検出遺構平面図 、 土層断面図 (1/50)

礎石 1 、 2の延長上にあ り 、 礎石抜取穴 である。

礎石抜取穴 3 第 4次 調査では 、 礎石 1 の南側で遺構を検出でき なかったが 、 西壁士 層断面で礎石の抜取

穴を確認 した。 I 層表土下 のIII 層上面から掘り込 まれており 、 近代の礎石の抜き 取りと みられる。 抜取穴の上

端は 、 南北長は5 m を超え 、 深 さは97.5 cm 、 基壇検出面下 12.8cm に達 している。

礎石抜取穴 4 礎石抜取穴3 の南側の西壁上層断面で確認 した。 南北長1.52 m 、 深 さ50.7 c m を測る。 IV

層整地土上面から掘削 されており 、 礎石はIII 層盛 土以 前に抜き 取られている。

礎 石 抜 取 穴 5 4トレンチ で検出した抜取穴である。 トレンチ の全 域が攪乱 を受 け ており、 I 層の下は 、

深 さ70 ~ 80 cm までプラス チ ッ ク 等が混 入する攪乱 層である。 標 高44.3 mで基壇を検出した。 抜 取穴内の堆

稿 には 、 版築士が混 ざ るIV 層が堆 積し 、 瓦 、 土師器 、 須恵器 、 瓦器 、 瓦質士器 が出土した。 抜き 取りが行わ れ

た時期は 、 不明である。

足場穴 1 南面基壇外装の断ち割り内で 、 乱石積から42 cm 外側で検出した柱穴である。 直径 約23 cm 。 整

地士 を除去 した後の地山 上で検出した遺構 である。 足 場穴と考えられる。

足場穴 2 北面基壇外装の断ち割り内 で 、 乱 石積から45 cm 外側で検出した直径 31 cm の柱穴である。 整地

士以 前の遺構 で足 場穴と考 え られる。

溝 2トレンチ の東端で検出した南北方向の溝状遺構。 検出面は I 層水 田 耕士の下面で 、 西肩 のみの検出

である。 深 さ45. 7 cm 。 上層に灰 色粘 士 、 下層に灰 オ リ ー ブ 色粘士混 じ り細粒砂が堆 積し 、 遺構 の底 に瓦が集 中

する。 トレンチ の東端で底 が上がっていく様 子が認められる。

- 10 -
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均整唐草文軒平瓦

゜ 2m 

図 9 1トレンチ 基壇 南面遺物出上状況( 1/40) 

SK0 1 · SK02 3トレンチ 地山 上 で検出した土坑 。 SI〈0 1 は直径 24.0 cm 、 深 さ9.8 m 、 SK02 は直径 29 . 4 cm 、

深 さ8. 1 cm 、

基壇外周

2 基とも円 形で隣接している。

1トレンチ の基壇南面 、 乱石 積基壇外装の約75 cm 外側から堆 積するVil 層からは、 大 量 の瓦が

出土している。 その出士 状況をみると 、 丸瓦が 平行に 並ぶ様 子が みてとれ 、 2か所で玉縁 部を組み合わせ た 丸

瓦の出土が 確認でき た 。 玉縁部が 基壇の方向を向 いており、 丸瓦の間には割れた 平瓦も確認でき るこ とから 、

建物に所用された 瓦 が 、 屋根 からまとまって滑 落し 、 そのまま埋まった ものと考えられる。 こ れ らの瓦の堆 積

は、 塔との間に広が るものと予想 されるため、 現地で 保存 している。 区1 9 に示 す軒先瓦の出土を確認しており 、

掘削 中に取 り上げた軒先瓦を含む出土数は、 素 弁 8弁蓮華文軒丸瓦 1 点、 単弁 16 弁蓮華 文軒丸瓦（ 図 9 - A) 

が 6 点、 単弁 16 弁 蓮華 文軒丸瓦（ 図 9 - B) が 1 点 、 単弁蓮華 文軒丸瓦（ 図 9 - C) が 3点、 三重弧 文軒 平

瓦が 2点、 均 整唐草文軒平瓦（図9 - D) が 1 点である。
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図10 出土遺物実測図 1 (1/ 4 • 1/6) 

3
 

出 土遺物

今回の 調査で出土した遣物は、 コ ン テ ナ 374 箱 である。 遺物の大半の洗浄 作業が終了していな いため、 現場

作業中に抽 出した遺物の中から 報告する。

VIII層 基壇外装の乱 石積に伴 う整地士から2点の 軒丸瓦が出土 している。 1 は基壇の南面からの出土で 、

素 弁 8 弁蓮華 文軒丸 瓦である。 瓦当径 は16. 9 cm（ 復元） 、 中房 の直径 は3 . 4 cm あ り 、 蓮 子は1 + 8 、 外側の蓮

- 1 2 -



て、崎下
どぺ守ゲ-‘ゞ ．． う

ヽ

ガ嘉
/ ；；·i ‘; 

•9. \ '，ふ ． ふ
森 £·· さ� • : 9• •9 :'

’ 

心r/' ... _..,,,,, .. ＇ゞ ． ＼ 999 

沼 9/
i ← ‘\ \ 、

I
ダ
、 ‘ ’

t、 i : ·•’ ．え；
9'―｀� , へ｀ ｀

ば L . -• ふ'. ',5、 心 ° キ

＼ r
_
，

 8
 

ふ／•-9
 
ヽ

＼
 ��

 
・�9 、•

}J
 

、.

I�

i
ら

＇

、
キペ

i
;”『

i
 ,

J
 

〗
ロ
ロぃ
，

 

v 層

口
」

l 

I 

L 

1 2  

゜ 20cm 

図11 出士遺物実測図2 (1/4) 

子が中房 の外縁角にかかる位置にある。 中房 の周囲には、 幅約0.6 cm の凹 溝が巡 る。 蓮弁 中央 には、 鏑 、 弁 端

には小 珠 を置く。 片岡 王寺跡で同文様 の出上が知られる。 色調はN7/0 灰 白 色で焼 成は軟質 である。 2 は、 基

壇北 面の乱石 積に伴 う整 地士から出士した素弁 8弁蓮華 文軒丸瓦である。 瓦当 径15.0 cm（復元） 、中房 径 は2.9 cm 、

1 + 6 の蓮 子が確認 でき 、 中房 の周囲には、 凹 溝が巡 る。 蓮弁 はやや角張り弁 端に小 珠 がある。 色調は2.5 Y8/1 

灰 白 色で焼 成は軟質 、 胎 士は砂粒の混入が少 な く摩滅 が激 し い。 この瓦は若草伽藍の創建 補足 瓦の 6 B との同

箔を確認 した。 中房周 りの凹 溝内 （写真図版8 - 2 イ ） 、 弁 区外側の溝内 （写真図版8 - 2 口 ） にみられる箔

傷 が一 致している。 弁 区外側の溝内の第傷 が若草伽藍例 よりも進行しているので 、 若草伽藍→ 西安寺の順で瓦

笥 は使用されている。 同 じ箔を使用した瓦であるが 、 若草伽藍の瓦が方柄 式の接合方法を用いているのに対 し 、

2 の丸瓦先端は末加工で 、 瓦当 と丸瓦を突 き 合わ せている。 また、 胎 士 、 焼 成にも違 いが認 められる。

VIl 層 遺構精 査の際に取 り上げた遺物を 報告する。 3 は素 弁 蓮華文 軒丸瓦である。 蓮 弁 の形状 は斑鳩7

A b に近 い。 瓦当裏 面には、 丸瓦の剥離 面が認 められ 、 接合に際して特 に加工した様 子は認 められな い。 4は

単弁 16 弁蓮華 文軒丸瓦である。 外縁 が斜縁 であること 、 痙弁 の長さから塔の創建瓦とした図9 のA と同文様

である。

である。

中房 内 の蓮 子1 + 4 + 8 の 軒丸瓦である。 5 • 6 は中房 内の蓮 子が 1 + 8 の単弁 16 弁蓮華 文軒丸瓦

7は玉縁部に水切 り溝のある丸瓦である。 本 調査ではこの丸瓦の出士が目立った。 全 長34.4 cm 、 胴 部

は狭端と広端の差 が 1 cm 足 らずで 、 外観 は長方形である。 凸 面はな で 調整 、 凹 面は糸 切 り痕 、 布 目痕 がある。

布 目は丸瓦部から玉縁 部まで連続 しており 、 玉縁部凹 面で布 目が絞 られている様 子が確認 でき る。

v 層 8 は素弁蓮華 文軒丸瓦である。 瓦当 径 は約17.5 cm に復元でき る。 中房径3.0 cm（復元） 、蓮 子1 + ( 5) 、

中房 外縁 に圏線（写真図版9 - 8イ ） を有 する。 瓦当面外縁 には3 個の小 珠（写真図版9 - 8 口 ～ 二 ） と幅0.8cm

の凸 帯 状 の笥傷 （写真図版9 - 8 口 ） が認 められる。 丸瓦凸 面は斜め方向のケ ズ リ で器 面 調整 し 、 凹 面には密

な 布 目痕 がある。 色調は5 P B4/ l 暗青灰 色で焼 成は堅緻 である。 この瓦は、 若草伽藍金堂北方建物所用の斑鳩

7A b との同箔を確認 した。 丸瓦の接合方法に違 いがあ り、 若草伽監例 は丸瓦を斜めに切 り楔形とし 、 先端に

刻 み目を入れるが 、 西安寺例 は、 丸瓦先端の加工は行わ ず 、 瓦当外縁と丸瓦凸 面上端を突 き 合わ せ 、 凸 面側に
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v 思

医 12

厚 さ3lllIn 程度の粘 土をかぶせて接 合 し ている。

出土遣物実測図3 (1 /6) 

瓦当裏 面の接合の 粘 土 も薄 く 、 横 方向 のなで調整 を 行 っ て い る 。

9 は素 弁 8 弁蓮華 文軒丸瓦 。 蓮弁 1 枚分 だけが残るが外区に 1条の箔傷 （写真図版 9 - 9 イ ） があ り 、 そ の位

置が斑鳩 6 B のものと一 致 し 、 同 箔 である。 10 は行基 丸瓦 。 2 ト レ ンチ か らの出土で ある 。 全長 39 . 2cm 、 狭

端幅13.9 cm 、 狭端高6.3 cm 、 広端幅19 . 6 cm 、 広端高10.2 cm である。 凸 面は縄 タ タ キ のち なで、 凹 面 に は密 な

布 目痕 がある。 色調 は、 5 Pb5/ l 青灰 色 で、 焼 成は堅緻 である。 1 1 は玉縁丸瓦。 1 ト レ ンチ 基壇 北 面 か ら の 出

土である。 全 長37.1 cm 、 玉縁部幅7 . 7 cm 、 胴 部幅14.5 cm 、 高さ 7 . 2 cm 。 凸 面は摩滅 し て い る が 、 縄 タ タ キ が認

められる。 凹 面には 糸 切 り痕 があり、 粗 い布 目痕 が玉縁 部まで連続 する。 色調 はN5/0 灰 色 、 焼成 は 良 好 で あ る 。

12 は奈 良時代の鬼 面文鬼 瓦で、 天理大学附属 天理参考館 に所蔵 される鬼 瓦 の一 部と 報告 し た 第 4 次調査 の 出 土

品 と接合する。

若草伽藍所用 瓦 と の 同 箔瓦 今回の調 査で西安寺跡出土瓦と若草伽藍所用の 瓦に同 箔 品 が あ る こ と を 確認

した。 本 調 査の出士遺物の他 に、 第3 次調 査出土の素 弁 8 弁蓮華 文軒丸瓦（第 3 次 報告書 写真図版 9 - 1 ) 、

第7次調査出士の素弁 蓮 華 文軒丸瓦（ 第7次 報告書 写真図版 1 1 - 1 ) が斑鳩 7 A b と 同 筍 で ある 。 苑傷 で 同

箔 を確認でき た ものは計 5 点あ り 、 その他 にも同 種 の 素弁蓮華 文軒丸瓦 5 点の 出 土を 確認 し て い る 。
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第 3 章 ま と め

基壇建物の評価 第4次 、 第8次調査を通して、 礎石2個 、 礎石抜取穴 5 基、 東 、 南 、 北面 の乱石積基壇

外装を検出した 。 西面については、 基壇の西端近くまで遣構 が残 っていることが確認でき た。 花 岡岩 を主体と

した乱石積基壇外装をもつ基壇の南北長が12. 18 m、 残存 する東西長が13. 45 mであった ことから 、 基壇は東

西を長辺とすることが予測される。 塔 の中軸を利用し 、 中軸から外装東端までの距離 を反 転 させると 、 基壇の

仮 の東西長は14 m余 となる。 検出した礎石、 礎石抜取穴から南北方向に 5 個の礎石が配 されているので 、 梁

行 4間の東西方向に棟 が通る建物であろう。 検出した礎石列 は建物東面の側柱であ り 、 2 m前後の基壇の出 、

礎石 1 と2 の柱間 1. 89 mをもとに計算 すると 、 仮 の基壇東西長 の中には、 礎石 6 個が納 まることになる。 し

たがって、 基壇建物は梁行4間、 桁 行 5 間の建物と復元でき る。 古代寺院の金堂の平面 プランとして普遍 的で

あり、 他 の金堂の桁 行と梁行の比とも差異 がなく 、 塔 の北側に位置することから 、 この建物は西安寺の金堂と

考えて間違 いな いだろう。

金堂の規模 金堂の東西長の推定に使用した塔 の中軸は、 これまでの 調査からでは角度が若干定まらなか

ったので 、令 和元年(2019) 度に行った 第9 次 調査の成果から得られた 中軸( N l5. 8E) を使用して復元を試 みる。

また 、 造営尺 は、 塔 の復元 に使用した 1 尺 30 cm が礎石 1 と2 の柱間1. 89 mに当てはめると6. 3 尺 となるた め、

金堂にも使用する。 基壇は東西46. 9 尺 (14. 07 m) 、 南北40. 6 尺 (12. 18 m) 。 基壇の出は検出した乱石積が

緩 んで いることを考え 、 礎石 1 から東面 基壇外装の実測値を参考に6. 5 尺 (1. 95 m) が適当であり 、 基壇の寸

法から基壇の出を差 し引 くと 、 建物は東西34 尺 ( l o. 2 m) 、 南北27. 6 尺 (8. 28 m) となる。 梁行は、 礎石の

残 る身舎の柱間が6. 3 尺 (1. 89 m) であるので 、 庇の柱間は7. 5 尺 (2. 25 m) となる。 この庇の寸 法を桁 行

に当てはめると 、 中央 間 と脇間が6. 3 尺 (1. 89 m) の等間に配分でき る。 確 実な遺構は礎石2個 と基壇外装だ

けで数値の前後はあるかもしれな いが 、 これまでの 調査成果から考えられる復元 値である。

創 建 と 廃絶 基壇南面 で出上した 瓦から金堂の創建と廃絶 の時期を考えると、 軒丸瓦では塔 の創建瓦とし

た 単弁 16 弁蓮華 文軒丸瓦の出上数が多 い。 堂塔 の創 建瓦は同 じ 7 世紀後半の単弁蓮華 文軒丸瓦を使用し 、 一

般 的に、 塔 の建立よりも金堂の建立が先行すると考えられるので 、 塔 と同時期か少 し早 い7世紀後半が金堂の

創建時期と考えられる。 また 、 検出した 瓦の中には平安時代前期とみられる均整唐草文の 軒平瓦がある。 西安

表 1 古代の金堂（遺構） の比較
建物 基壇

寺院名 年代 桁行 梁行 桁行 (rn) 梁行 (m) 桁方向 梁方向 備考桁行 梁行
間数 間数 (m) (m)  中 脇 端 中 端 (m) (In) 

比 比 比 比
1 0  2 8 28 1 89 1 89 2 25 1 89 2 25 1 4  07 1 2  1 8  

西安寺跡 7 世紀後半 5 4 乱石積1 0 8 1  1 1 1 1 9  1 1 1 9  1 0 87 
1 9 . 32 1 5 . 87 切 石 積 ？ 凝 灰 岩 製 地四 天王寺 7 世紀後 半 5 4 毅 を 検 出1 0. 82 

13 .  0 1 0  4 2 . 6 2. 6 2 . 6 2 6 2 6 1 7  3 14 .  1 
中 宮 寺跡 7 世紀前半 5 4 切石積1 0 8 1 1 1 1 1 1 0 82 

14 . 5 1 1  5 4 . 84 4 . 84 4. 84 5 .  75 2 1 . 6 1 8 . 5 切右積山 田 寺跡 643 年 3 2 特異な柱位置1 0 79 1 1 1 l 0. 86 
川 原寺跡 16. 75 1 1 .  96 3 . 59 3 .  59 2 99 2 . 99 2 . 99 23 . 6 1 9 . 4 切石積 9
中金営 7 世紀後 半 5 4 花 岡岩地覆石 を 検 出1 0. 7 1  1 1 · 0. 83 1 1 1 · 0 82 

13 92 1 1 .  38 2 .  72 2 .  72 2 . 88 2. 8 1  2 . 88 17 95 1 5 .  5 二重基壇 上成不明檜隈寺跡 7 世紀後 半 5 4 下成王石敷 き1 0 . 82 1 1 1 .  06 1 1 .  02 1 0 . 86 
法隆寺 14 02 10 79 3 236 3 .  236 2 .  157 3 .  236  2 .  157 23 . 63  20 . 9 切石積 二重基壇
西院伽藍 7 世紀後 半 5 4 . . . 

（裳階数値は省略）1 0 77 1 l .  0. 67 1 0 67 1 · 0 .  88 
参 考 文 献 奈 良 文 化財研究所 ・ 国 立 扶 余 文 化 財研究所 20 1 5  

『東ア ジ ア 古代寺院址比較研究 ( IJ ) ー 金営址編 ー （ 日 本語版） 』 国 立 扶 余 文化財研究所学術研究叢書第 54 輯
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図 1 3 金虹規校の復几 ( 1 /250)

寺跡の発掘 ，J衛朽で は 、 中 Ill：以降の堆禎上から 平安時代後期～宅lII「時代の1'Lが 出土す る が 、 金党の），し討1外周の瓦

の堆禎の 中 に それ ら の 瓦 は 含 ま れ な い。 乱イi紐 に 伴 う 整地上への 瓦の混人や 、 ），団坑外｝hl での飛鳥時代か ら 平安

時代前期のJ.,Lの出 Lの状況か ら 、 ）tしJ汎外装の柏みなお し や 、 届根の修復 、 ま た は瓦の差 し 替えが行われ た こ と

が わか り 、 平安時代前期 の 修復を最後に倒欺 し 、 廃絶 し た と 号 え ら れ る。 ま た 、 ，•J恥森で検出 し て い る 党路の創

建は 7 1仕紀後 半か ら 8 111:紀初頭 と し て い る が 、 今同 、 オ料 位伽蜘所川 の 瓦 と の Inl箱が確品で き た こ と で、 JI�島時

代前期 に さ かのぼ る 前改建物の存在 も ぢ え られ 、 政且り地域 と の1州連を 与 え られ る よ う に な っ た。

今後の調査 塔の北側の）よ始建物は金棠で あ る こ と が 確定 し 、 塔 と 令常が南北に並ぶ こ と か ら 、 西安寺は

南 向 き の 1)l|｝口 王寺式(/JIii／虹配置の寺院 と 与え られ る 。 l}l| J＜・ 「寺式の伽蔀配附であれ ば、 ‘常Jfドの周 り に1ul廊が巡 り 、

金党の北側 に は講党 が あ る 。

お り 、 寺の 人 り II と し て 、

塔 の 南 に は 中 l" lが建て ら れ た と 考え られ る が 、 西安寺跡の南 側 は 、 町悛が 迫 っ て

ト分な 広 さ を 確保 で き なし ‘。 そ れ に 対 し 、 西側 は緩やかに（瑣斜 し た 上地が広が り 、

西方に は街道 も 辿 る こ と か ら 、 西 側 に 中 門 を 附いた 可能性 も 好 え ら れ る 。 こ の よ う に 、 党塔の 位iiりが確定 し た

こ と か ら 、 西安寺の伽11,(点を かな り 想定で き る よ う にな っ た 令和元年 (20 I 9) 疫の第 9 次調奔では 、 堂J科 を 囲

む1111廊 、 講常の有無を確認で き る よ う 神 社の周 囲 に も 調杏の範囲 を広げて い く 予定である
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1トレンチ 基壇外装南面
検出状況（西か ら ）
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2トレンチ 基壇外装東面
検出状況（東か ら ）

3トレンチ
基壇検出状況（西か ら ）
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1トレンチ
基壇外装北面断ち割り（北から）

2トレンチ
基壇外装東面断ち割り（東から）

1トレンチ 基壇外装南面断ち割り（南西 から）
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1 トレンチ 礎石2 （西 か ら ） 1トレンチ 礎石抜取穴2 （南か ら ）

4トレンチ 礎石抜取穴 5 （北か ら ）
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1トレンチ 西壁
礎石抜取穴4（東から）

2トレンチ
遺構検 出状況（南西から）

2トレンチ 南壁（北から）
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遺物出土状況（北西から）
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